
共催 ： 広島てんかん脳波セミナー（HEES）
後援 ： 広島大学病院てんかんセンター

脳波セミナーの部 14:00～17:20
1. 開催にあたって 「 脳波を読むということ 」
2. 脳波記録の基本と脳波判読に役立つ検査技術   

3. 新生児・小児の脳波と発達、異常脳波
4. アーチファクト判別とノーマルバリアント、成人の異常脳波
5. 脳波判読ハンズオン

■ 2026年10月10日（土） 14：00～18：35

■ 広島県医師会館 ※現地聴講と合わせてWebでの配信も予定しております

〒732-0057広島市東区二葉の里三丁目2−3 TEL：(082)-568-1511

[お問い合せ先]

〒730-0042 広島県広島市中区国泰寺町1-3-29 ﾃﾞﾙﾀﾋﾞﾙ2階 ﾕｰｼｰﾋﾞｰｼﾞｬﾊﾟﾝ株式会社  てんかん事業部  西日本事業部  中国ｴﾘｱ 黒瀬 恭平
 Tel. 070-1256-4777

1st. announcement

《 セミナー開催にあたって 》

てんかんは、すべての年齢層にわたり発症し、一般医家やいろいろな診療科を受診する機会が
多い慢性機能的疾患です。近年、運転免許の許可や高齢者のてんかん発作などが社会的問題と
なっています。てんかん診療が改めて注目される中、我々医療従事者には正確なてんかん診断が
求められています。脳波はてんかんの診断に最も有用な検査ですが、てんかん性異常波の誤読
は患者の不利益につながります。これほど重要な検査にもかかわらず、脳波を系統的に勉強する
機会はきわめて少ないのではないでしょうか。
そこで2012年、脳波判読のレベルアップ、正確なてんかん診断の一助になればとの思いで広島
てんかん・脳波セミナーを開催致しました。第14回の今回のセミナーでは、脳波検査の技術部門か
ら判読に至るまで、皆様のてんかん診断において実臨床上参考になる更に充実したプログラムを
企画しています。
少しでもご興味のある先生方には、是非参加頂きたく思います。
多くの先生方のご参加を心からお待ち申し上げます。

広島大学病院 てんかんセンター  教授・センター長 飯田幸治

第14回 広島てんかん・脳波セミナー(HEES)

特別講演  17:30～18:20

  座長：徳島大学 保健学科 准教授 森 達夫 先生

演者：重症児・者福祉医療施設ソレイユ川崎小児科・施設長 須貝 研司 先生

《 プログラム 》

※本セミナーは日本臨床神経生理学会の「関連講習会に準ずる行事」に認定されました
※日本臨床神経生理学会「関連講習会に準ずる行事」は認定試験の際、教育施設での研修が困難な皆様の研修歴に代わる行事であり、

 単位が付与されるものではございません
※受験の際、「教育施設・準教育施設での研修歴2年」を要求されるのは医師のみですので、受講証明書発行の対象は医師のみとなります

「仮）発作症状から見た脳波の焦点部位の把握とビデオ脳波」
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